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■路線図
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■広告料金

《施工事例》

営業所
広告料金

制作・取付・撤去費 維持管理費 備考
３ヶ月 ６ヶ月 12ヶ月

塩浜 400,000円 700,000円 1,000,000円 要問い合わせ 50,000円/1台・期 保有台数/97台

浜川崎 400,000円 700,000円 1,000,000円 要問い合わせ 50,000円/1台・期 保有台数/78台

神明町 350,000円 650,000円 900,000円 要問い合わせ 50,000円/1台・期 保有台数/85台

鶴見 350,000円 650,000円 850,000円 要問い合わせ 50,000円/1台・期 保有台数/82台

【金額は税別】

※上記金額にデザイン費は含まれません。
※保有台数は、2020年度4月時点での台数です。
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■ラッピングデザイン範囲

デザイン範囲

※上記テンプレートは一例です（車種が何タイプかあります）

バス車体の両側面および後面に掲出できます。ただし、表示できる面積はトータル３０㎡までです。

＊バスの前面には掲出できません。

＊窓ガラス面・窓ガラス枠・ドアガラス面には表示できません。

＊広告表示範囲については車種によって多少の違いがあります。
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広告掲出基準

■広告規制について

●タバコ、風俗営業、消費者金融は不可。

●臨港バスおよび京急グループの事業と競合する企業については、事前協議が必要となります。

■広告デザインについて

川崎市および横浜市の「車体利用広告物ガイドライン」に基づきデザイン願います。

●デザインは、景観と調和の取れたものにする。また、デザインの地色は極端に明るかったり（彩度１０以上）暗かったり（明度３以下）しない。

●バス事業者（臨港バス）が容易に識別できるようにする。

●業務上必要な表示類（入口、出口、車椅子ステッカー、バス共通カード取扱者ステッカー等）を明確にする。

●信号機・道路標識あるいは緊急車両等と混同する恐れのあるデザインは使用しない。

●文字表記の多いいものやストーリー性のあるもの等、運転者の注意を著しく阻害する恐れのあるデザインは使用しない。

●暴力、わいせつ性等、青少年の健全育成に反するデザインは使用しない。

●人権侵害、差別、名誉棄損に当たるデザインは使用しない。

●虚偽の内容や誇大・比較広告、法令等で認められていない業種・商法・商品等に関するものは表示しない。

●その他、社会風紀を乱す恐れのあるものは使用しない。

■デザイン審査について

●臨港バス内でデザイン審査があります。（デザインの修正をお願いする場合があります）

■その他

●川崎市および横浜市への屋外広告申請手続きは臨港バス媒体管理委託会社が行います。

●車体広告の制作・施工は指定代理店の手配となります。

●バス別・営業所ごとの選定はできますが、営業所内での運航路線の指定はできません。
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申込みから掲出までの全体スケジュール（イメージ）

※上記スケジュールはかなり余裕を見たスケジュールとなっているため、デザイン制作の進捗状況で短縮することも可能です。

１ヶ月目

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

●

２ヶ月目

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

３ヶ月目

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

承認

申請

4ヶ月目

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

申請許可

色校チェック期間

●

臨港バス社内デザイン審査

⇒再審査

川崎市（横浜市）屋外広告許可申請

川崎市：有識者審査・横浜市：図案審査

備考

⇒再審査

広告基本デザイン作成

川崎市：有識者審査・横浜市：図案審査

項目

項目

川崎市（横浜市）屋外広告許可申請

⇒審査回答・デザイン修正

川崎市：有識者審査・横浜市：図案審査

デザイン修正

備考

⇒審査回答・デザイン修正

項目

備考

広告掲出申込み（正式決定）

色校戻し（校了）⇒シート出力

施工

項目 備考

川崎市（横浜市）屋外広告許可申請

データ入稿⇒色校提出


